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第1章本調査報告書の意義
この「製薬企業における医薬品流通システム実態調査報告書」の基礎資料を得るために実施した
アンケート調査は，アンケート調査集計表の冒頭に記述したように，製薬企業における医薬品流通
システムの分析を行うことを調査目的としたものである。
この目的で実施したアンケート調査の有効回収率が25.3%と低率である上に，有効回答企業数が
60社と少なかったため，簡単な統計的資料にもなりにくくなっており，この調査報告書の意義が薄
れかけている。
しかし，この調査報告書で重点、を置いた第2章以降の諸章のアンケート調査結果から読み取れる
事項や傾向などは，製薬企業が医薬品流通に関する独自の対策を検討する場合に役立つかもしれな
い1つの基礎的資料になり得ると思われる。
第2章 アンケート調査の対象企業の概略及び回答企業の属性
アンケート調査の対象企業の概略及び回答企業の属性について初めに明示しておかなければなら
ない。その際，本調査報告書では「製薬企業」は製薬企業，異業種の参入企業及び外資系医薬品関
連企業を含めた意味で用いていることをあらかじめおことわりしておきたい。
この報告書の文中の（表 1）などは，付表の「アンケート調査結果集計表」の中の表番号を指し
ている。
2.1 アンケート調査対象企業の概略
(1）調査対象企業数は249社であったが，回収企業数72社のうち12社は全設問に無回答のため除
き，有効発送企業数は237社とみなした。この有効発送企業と有効回収企業数60社の概略は次の通り
である。
① 医薬品専業企業は174社で有効発送企業の73.4%を占めていたが，有効回収企業数60社のうち
医薬品専業企業の有効回収企業数は46社であった。これは有効回収率の80.0%にあたる。
②異業種の金業への発送数36社のうち，有効回収企業数は 5社であり，有効回収率は13.9%に
すぎない。
③外資系医薬品関連企業への発送数39社のうち，有効回収企業数は 7社であるため，有効回収
率は17.9%にすぎない。
(2) 医療用医薬品を主力とした製薬企業数は40社であり，有効回収企業数の66.7%を占めている。
一般用医薬品を主力とした製薬企業数は 8社であり，その13.3%を占めている。
(3) 資本金規模別では，有効回収企業56社のうち，個人または資本金1億円未満の企業を敢えて
中小企業とみなせば，17社が中小企業となっている。資本金10億円を超える企業の22社は全体の39.3
%を占めている。
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2.2 アンケート調査回答企業の属性
アンケート調査に有効な回答を寄せられた企業の属性は，次の通りである。
(1) 資本金規模別回答企業数56社のうち，最も多いのは「 l億～10億円未満」の製薬企業で全体
の30.4%(17社）を占めている（表 1）。次いで，「10億～50億円未満Jの製薬企業が11社で全体の
19.6%を占めている。「100億円以上」の製薬企業は 8社で14.3%を占めている。この割合は「 1千
万～5千万円未満」及び「5千万～1億円未満」の中小企業の場合にも該当している。
また，資本金規模が 1億円未満の中小企業は全体の56社のうち30.4%(17社）を占めている。残
りの69.6%は企業規模の大きな製薬企業である。
(2) 医薬品総売上高規模別にみれば，有効な資本金規模別回収企業数56社のうちで最も多いのは，
「10億～50億円未満」の医薬品総売上高規模であり，全体の30.4% (17社）を占めている。次いで，
図1のような順になっている。
図1 アンケート調査回答企業の匿薬品総売上高規模の状況
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その最も多い医薬品総売上高規模の中で，資本金規模が最も多いのは，「 1億～10億円未、満」と「 1
千万～5千万円未満」のそれぞれの 6社（35.3%）である（表 1）。
また，この調査の場合，「 1億円未満」の中小企業はその17社のうち10社を占めている。
(3) 資本金規模別・従業者規模別回答企業数をみれば，「 1億～10億円未満」の資本金規模が有効
回答企業数57社のうち16社（28.1%）を占めて最も多い（表2）。 1億円未満の中小企業は 9社（16.1
%）を占めている。 1億円以上の企業を大企業とみなせば，残りの企業数48社は大企業となり， 83.9
%を占めているが，「100億円以上」の大企業は 8社で14.3%を占めている。
次に，最も多い従業者規模は「100～299人」の19社であり，全体の 1/3を占めている「1,000人
以上」の大企業は14社で，全体の24.7%を占めている。従業者規模で300人以上は大企業と言われる
ので， 300人以上の大企業をみれば，全体の28社（49.1%）となっている。
このアンケート調査結果と厚生省薬務局監修 r薬事工業生産動態統計年報」（昭和61年版）の従業
者規模別企業数（医薬品製造所）とを比較すれば，次のようになっている。両者の結果は「50人～999
人未満」の規模では大体似ているが，「49人未満」と「1,000人以上」では大きく異なっている。こ
のことは，アンケート調査の有効回答率の低さが禍いしているように思われる。
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表1 従業者規模別企業数（医薬品製造所）の分布比較
従業者規模 アンケー卜調査結果 薬事工業生産動態統計年報
49人未満 7.0% ( 4社） 23.5% 
50～299人 42.1 (24 ) 46.5 
300～999人 24.6 (14 ) 26.3 
1,000人以上 24.6 (14 ) 3.7 
不 明 l. 7 ( 1 ) 
計 100.0 (57社） 100.0 (2,214社）
(4) 医薬品総売上高規模別・プロパ一規模別回答企業数をみれば，最も多いプロパー規模は
「30～99人」であり，全体の30.4%(17社）を占めている（表3）。次いで，「100～299人」規模の
16.1% (9社），「 1～4人」，「300～499人」及び「500人以上」がそれぞれ8.9%を占めている。
また，「30～99人」規模のうち医薬品総売上高規模が最も多いのは，「10億～50億円未満」の41.2
% ( 7社）である（表3）。「50億～100億円未満」も多く， 29.4%( 5社）となっている。
第3章製薬企業の医薬品流通政策
製薬企業（製薬企業，異業種の参入企業，外資系企業を含めて「製薬企業」と本報告書では呼称
している。）の医薬品販売競争が品目によっては過当競争という形で激化している現状をみるとき，
製薬企業の医薬品流通政策をその基本方針，目的，さらには重点姉策は何かという視点からアンケ
ート調査した結果は，次のような状況になっている。
3.1 製薬企業の医薬品流通政策の基本方針
製薬企業が展開している医薬品流通政策の基本方針のうちで最も多く指摘されたのはJ主要な薬
効別医薬品市場の市場占有率を拡大したい」の32.9%(50社）である（表4）。次いで，「長期的に
流通系列化を促進して，販売促進効果を高めたい」の18.4% (28社），第3が「いわゆる重点卸政策
を一段と強化したい」の17.8%(27社），第4が「現時点ではできるだけ主要な薬効別医薬品市場を
支配したしりの13.8%(21社），第5が「広告・宣伝・リベートなどによる非価格競争を指向し，価
格競争回避の手段として流通経路の系列化を行いたい」の9.9%(15社）の順に指摘されている。こ
れらの 5つの基本方針で全体の実に92.8%(141社）に昇っている（図2）。
殆どの製薬企業は当面主要な自社品の薬効別市場占有率の拡大を基本方針の中心的方針と考え，
併せて流通系列化の長期的推進と販売量の増大を考えているという回答になっている。
3.2 製薬企業の医薬品流通政策の回的
(1）製薬企業の医薬品流通政策の目的として，アンケート調査で掲げた16の目的のうち，「どちら
とも言えない」（30.9%）が最も多かった項目2，「多少重視する」（32.8%）ことが最も多かった項
目8，「殆ど考慮、しない」ことが最も多かった項目14を除いた他の項目は全て，「極めて重視する」
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製薬企業の医薬品流通政策の基本方針（ 1社当り 3項目回答）
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と回答した製薬企業が圧倒的に多くなっ
（表5）。ている
「極めて重視する」を第1位に挙げた
各項目であっても，項目いかんによって
（図 3）。
製薬企業の医薬品流通政策による
重視度は異なっている
(2) 
販売促進方法として掲げた12の項目のう
ち，「最も重視する」項目は「プロパーの
活動による販売促進効果」であり， 43.6
と過半数に近い割合となって
いる（表6，図4）。次いで， 2桁の割合
を挙げたのは，「いわゆる重点卸政策の展
% (24社）
開」（16.4%,9社）' r自社系列化の推進」
6社）である。「製品差別化戦(10.9%, 
略Jの9.1% ( 5社）を加えれば， 80%を
4つの重要な販売促進方法占めるので，
がわかる。
「次いで重視する」ことでは，「医薬情
で最報の収集と伝達」が22.2%(34社）
も多い。さらに，「最も重視する」項目と
して指摘しなかった場合の「いわゆる重
点卸政策の展開」 と「製品差別化戦略」
がそれぞれ15.0%(23社）が目立ってい
製薬企業の重点卸政策で当面特に重視した施策は，「販売力，財務内容，人材などの点で優れ
た医薬品卸売業者の確保」（47.1%, 24社）
る。
(3) 
これに次いで多いのが，例えば，（表7，図4）。である
「医薬品卸売業者への資本参加，出資，役員派遣，取引相手の選別強化などの施策によって流通系
列化を図ること」（41.2%,21社）である。
製薬企業の医薬品の製品差別化戦略で当面特に重視した施策は，「製品差別化手段の明確化に(4) 
（表と圧倒的に多数の製薬企業が挙げているものであるよる売上高増大」であり， 80.8%(42社）
8）。
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製薬企業の医薬品流通政策の目的（各項目の第1位のみ図示）
図4 製薬企業の販売促進方法において最も重視する項目
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項目9 特定の薬効分野の医薬品市
場の市場占有率の維持・拡大
医薬品流通経路の確保
2 医薬品卸・小売業者の自社系
列化への加入促進
項目 1
10 薬価算定方式に影響を与え
る薬価調査を有利にすること
製品差別化戦略の展開1 
3 流通関連の人件費や物件費な
どの経費削減
12 リベートによる非価格競争
の展開
4 プロバーの要請・研修とその
確保
13 広告・宣伝などによる非価
格競争の展開
5 医療機関や医薬品卸・小売業
者のニーズへの迅速な対応
14 一般用医薬品の再販売価格
維持制度の活用
6 医薬品の在庫管理や品質管理
の強化
医療・薬事行政指導への対応
16 製造・販売などに対する業
界自主規制への対応
15 医薬情報の収集と伝達
8 他社との価格競争特に値引補
償に対処
7 
製薬企業の直販ルートの有無，卸売先及び、小売先第4章
製薬企業の流通経路については，厚生省薬務局監修『医薬品流通実態調査報告書』（調査対象年度：
このアンケート調査結果では，直販ルートの採用の有無とそのに明示されているが，昭和54年度）
これらの設問に対する製薬企業の回答は，次の状況品目，卸売先や小売先の割合だけを設問した。
になっている。
製薬企業の直販ルートの有無
このアンケート調査結果に限られた回答であるが，「直販ルート」を採用していない製薬企業（76.8
4.1 
%, 43社）は断然多い（表10）。当然のことながら直販ルートを採用している品目は一般用医薬品で
である。あり， 50.0%(10社）
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4.2 製薬企業の卸売先の割合
製薬企業の卸売先の中でその割合が最も多いのは，やはり一次卸（40社）である（図5）。この一
次卸には販社も含まれている。「二次卸」や「三次卸」も存在している。
「一次卸」のうち割合の多いものは，「100%」の割合であって， 57.5%(23社）を占めている。
「90～100%未満Jは25.0%(10社）である。殆どの製薬企業（82.5%,33社）は「一次卸」を卸売
先としていることがわかる。
4.3 製薬企業の小売先の割合
製薬企業の小売先の中でその割合が最も多いのは，やはり「薬局，薬店」（32.3%,10社）である
（表11，図6）。
大病院（病床数200床以上）を小売先とする製薬企業の割合は，「50～70%未満」のものが最も多
い。「中小病院」（病床数20～199床）では「10～30%未満」のものが多く，「診療所J （病床数19床未
満）では「50～70%」のものが多い。
図5 製薬企業の卸売先の割合
0 50 
「ー ァー一一「 ・ ・ I 
山~i!iiiiJ:::1:11：：燭一次卸 57.5 
二次卸 協議襲撃喜審議：：：：：：：：：：：：：：：i
図6 製薬企業の小売先の割合
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医療用，一般用を問わず，医薬品の薬価は，その品目の流通構造や法的規制，取引条件などの要
因に基づいて形成され，販売価格が設定されている。これらの主な側面の一端をアンケートの調査
結果から捉えたい。
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5.1 製薬企業の仕切価格の設定
(1) 大多数の製薬企業は仕切価格を設定しているのは当然のことである（90.2%,46社）。
(2) 医薬品卸売業者が仕入先の製薬企業から仕入れるとき，仕入価格すなわち製薬企業の出荷価
格（＝仕切価格）の変更，つまり仕入値引を要請する場合が多い。
製薬企業がその仕入値引にあたって出荷価格（ニ仕切価格）を変更することは「ない」と回答し
た製薬企業が68.0%(34社）を占めて多かった（表12）。
(3) その仕切価格の変更率を示す「仕入値引率」は，「10～15%」というのが最も多く， 20.0%( 4 
社）となっている。「30%以上」の仕入値引率も10.0%( 2社）ある（表13）が，他の仕入値引率は
各社によってまちまちであることがわかる。全く値引きしない「 0%Jも15.0%( 3社）みられる。
集計表の表13 製薬企業の仕切価格変更率の状況 （単位：社，%）
変仕切更価格率 全く払 % 0～5 5～10 ~ 0～15 ~～20 20～満30 30%以上 i』コ 計わない 未満 %未満 未満 未満 %未
回答数 3 3 3 4 3 2 2 20 
構成比 15 15 15 20 15 10 10 100.0 
これらの結果だけをみても，製薬企業は仕切価格の変更を行っていることがわかる。
(4) 医療用医薬品の仕切価格の根本的な設定基準として挙げた 7項目のうちでは，「出荷価格と卸
売価格を一本化した価格を薬価基準価格とほぽ同一水準に定めた価格」が最も多く，過半数近く
(49.0%, 24社）を占めている（表14）。次いで，「同種薬効分野の既存品の薬価基準価格」の20.5
% (10社），「同種薬効分野の実勢価格」の12.2%( 6社）の順となっている。
(5) 製薬企業の仕切価格すなわち出荷価格のばらつきの程度を医薬品用途区分別，業者別，販売
先別についてみれば，回答企業数130社（重複回答数）のうち「医療用医薬品」は82.3%(130社），
「一般用医薬品斗は17.6%(24社）である。医療用医薬品の方にばらつきが多くなっている。その
販売競争が激しいからである。
医療用医薬品のばらつきについてみれば，次のような回答状況がみられる。
医薬品卸売業者間では，「ほぼ一定」が最も多い（73.2%,30社）。
医薬品のユーザーの市場である大病院間では，「ある程度ぱらついている」が35.5%(11社），「ほ
ぽ一定」が25.8%( 8社），「ややぱらついている」が22.6%( 7社）の順となっており，製薬企業
の仕切価格にばらつきがあることは確かである（表15，図7）。また，「極度にばらついている」の
9. 7% ( 3社）を含めれば， 67.8%の製薬企業が大病院聞のばらつきを認めている。
これに対して，中小病院では，「ある程度ぱらついている」が46.7% (14社）と「ややばらついて
いる」が40.0%(12社）となっており，大病院聞に比べてばらつきの程度は大きくなっていること
が伺える。
診療所問では，中小病院間と同じような傾向が示されている。「ややぱらついている」が最も多く
て42.9%(12社）を占め，「ある程度ぱらついている」が35.7%(10社）を占めている。
このようなアンケート調査結果の場合に限定されることであるが，大病院聞には「ぱらつき」が
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あるという製薬企業の意見が多く，中小病院や診療所の間ではある程度またはややぱらついている
という意見が多く示されていることになる。この「ぱらつき」の状況は，医療用医薬品の販売が過
当競争の様相を呈して織烈と言ってもよいほどの激しさを表していることがわかる。
一般用医薬品のばらつきについては，薬局・薬店の場合，「ほぽ一定である」が58.4%(14社）と
最も多い。
図7 製薬企業の仕切価格のばらつきの程度の状況
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5.2 値引補償制度
値引補償とは，ユーザーの大病院や中小病院や診療所などへ主として医療用医薬品を売り込む際
の販売競争に打ち勝っために，販売競争の激しい品目については，医薬品卸売業者が製薬企業から
の仕入価格以下の価格で販売さぜるを得ない場合，医薬品卸売業者が製薬企業との再交渉で値引補
償を要請した結果として，製薬企業が仕切価格（＝出荷価格。医薬品卸売業者からみれば，仕入価
格となる。）を変更することである。
図8 局方品及びそれ以外の品目の場合の値引補償の概念図
（ ? ）
資料：厚生省薬務局監修，『医薬品流通の現状と課題』，昭和57年， 55頁
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日本薬局方医薬品（局方品）及びそれ以外の品目の場合の「値引補償」に関する概念図は，前頁
の通りである（図8）。
(1）製薬企業のうち「値引補償をしている」のは， 72.0%(36社）であり，「値引補償をしていな
い」のは22.0%(11社）である（表16，図9）。
図9 製薬企業の値引補償の有無
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(2) 「仕入値引の目安」とは，医薬品卸売業者が製薬企業と値引補償について再交渉する場合に
設定されることである。製薬企業が仕切価格（＝出荷価格）変更の目安すなわち「仕入値引の目安
を設定している」のは59.1%(26社）であり，それを「設定していない」のは34.1%(15社）であ
る。製薬企業が値引補償に応じる場合には，その仕入値引の目安を設定しているのは当然のことで
あるが，そのことがここでも示されている。
(3）製薬企業の医薬品卸売業者への値引補償額の割合について回答を寄せられた製薬企業数は38
社と少ないが，それでも 1つの特徴は示されている。この割合は，各ノf一セントに分散しているが，
製薬企業が医薬品卸売業者へ与えている値引補償額の割合は「95～100%未満」が最も多く， 26.3%
(10社）である。この割合を与えている製薬企業は42.1%(16社）になっている。
アンケート調査結果集計表の表17を図10に示せば，その分散状況がよくわかる。
図10 製薬企業の医薬品卸売業者への値引補償額の割合
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(4) ユーザーからの値引要請の程度をみれば，大病院と中小病院は，医薬品の仕入価格が経営に
大きな影響を与えるので，安く仕入れるために，製薬企業に対してだけでなく，医薬品卸売業者に
も値引を強く要請している（表18，図11）。その程度は，「大病院」の場合には，「極めて激しい」と
「どちらとも言えない」がともに31.0%(13社）であり，「激しい」は53.8%(23社）となっている
ことからわかる。
「中小病院」の場合には，「極めて激しいJが47.4%(18社），「やや激しい」が28.9%(11社）で
あるから， 76.3%(29社）が激しいと回答している。
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「診療所」の場合には，激しいと回答したのは76.3%(29社）と断然多い。
一般用医薬品を薬局・薬店へ販売する場合には，「どちらとも言えなしりが最も多く， 28.5%( 8 
社）であるが，激しいと回答したのはそれと同じ割合となっている。薬局・薬店では，病院などの
医療機関のように仕入値引を強く要請していないようである。
5.3 リベート
製薬企業が医薬品卸売業者などへ販売リベートを供与する事態は周知のことである。厚生省薬務
局編『医薬品流通の現状と課題』（昭和57年）によれば，リベートの支払条件は，①医薬品卸売業者
の販売額の規模，②その販売額の伸び率，③その販売額の目標に対する達成，④製薬企業への支払
期間の長さなどとなっている。この販売リベートの金額は増加する傾向にある。
問題は，どの程度の医薬品総売上高規模の製薬企業が何%の販売リベートを医薬品卸売業者へ支
払っているかという実態の一端をこのアンケート調査でもお尋ねした。
(1) 医療用医薬品の場合，販売リベートとして医薬品卸売業者へ「50～100%未満Jを支払ってい
る製薬企業は全体の38.6%(17社）を占めている（表19，図12）。次いで，「 1～50%未満」が27.3
% (12社），「100%」を支払うのが13.6%( 6社）をそれぞれ占めている。
図11 ユーザーからの値引要請の程度の状況（「極めて激しし3」と「やや激しい」を合計した割合）
% 
9lJ 
75. 
76.3 76.3 
；言3烹1雪。 28.6 
39.5 
大 中 雪. ~ 薬
病 癖、 局
院 病 所 ． 
院 薬
店
販売リベートの割合が13.6%( 6社）をそれぞれ占めている。
口極めて激しい
図やや激しい
販売リベートの割合「50～100%未満」のうち最も多いのは，医薬品総売上高規模「100億～300億
円未満」の 3社（12社の中の25%）である。
販売リベートを支払わない製薬金業は回答した製薬企業数44社のうち 9社（20.5%）である。医薬
品総売上高規模が「 1億～10億円未満」と「10億～50億円未満」がともに44.4%(4社）となっている。
このアンケート調査の回答数だけで判断しても，医薬品総売上高規模の多い製薬企業ほど，多く
の販売リベートを医薬品卸売業者へ支払っていることがわかる。
(2) 製薬企業が医薬品卸売業者へ供与する販売リベートの種類は，全体としてまとめて支払う「総
合リベート」が67.5%(27社），品目ごとに支払う「単品リベート」が22.5%( 9社）となってお
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図12 製薬企業の医薬品卸売業者へのリベートの支払状況
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図14 累進リベートと定率リベートの各総額に占める支払ったリベートの割合
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り，総合リベートの方が多い（表20，図13）。
販売リベート総額のうち販売量の増加につれて増える「累進リベート」が占める割合の中で最も
多いのは，「 1～50%未満」であり， 35.7% (10社）となっている（表20，図14）。
販売リベート総額のうち販売量の増加とは無関係の「定率リベート」が占める割合の中で最も多
いのは，「 1～50%未満」であり， 37.5% (12社）となっている（表20，図14）。
総合リベートも定率リベートも，製薬企業が医薬品卸売業者へ支払う各割合では同程度の支払割
合が示されている（表20）。
(3) 製薬企業が医薬品卸売業者へ支払う販売リベートの年間支払回数は， 2回というのが最も多
く， 60.0%(24社）と過半数を超えている（表21，図15）。‘次いで， 4回が10.0%( 4社）， l回と
12回がそれぞれ7.5% ( 3社）の順になっている。
(4) その販売リベートの支払方法は，「売掛金債権と相殺するもの」が41.5%(17社）で最も多
く，次いで「現金支給」が36.6% (15社），「その他」が7.3%で3社（このうち「手形」が2.4%[ 1 
社］）の順となっている。
(5）製薬企業が医薬品卸売業者のうち販売リベートを提示している医薬品卸売業者の割合をみれ
ば，次のようなアンケート調査結果になっている。
「50～100%未満」の医薬品卸売業者に提示している製薬企業が最も多し 39.0%(16社）であ
る。次いで，「100%」の医薬品卸売業者に提示している製薬企業は24.4%(10社）を数えている。
大抵の製薬企業が提示しているわけであり，過半数の医薬品卸売業者に提示しているのは， 63.3%
(26社）である。
5.4 取引条件
製薬企業と医薬品卸売業者の間の取引条件も医薬品の薬価形成要因として重要で、ある。この取引
条件の一端についても，このアンケート調査では次の状況が回答されている。
(1）取引条件の前提となる医療用医薬品の販売競争の程度についてみれば， r極めて激しい」が
48.0% (24社），「やや激しい」が36.0%(18社）となっており，激しいという製薬企業の割合が84.0
% (42社）に達している（表24，図16）。
(2) そこで，激しい販売競争に対処するための方策として「取引条件」が必要になる。取引条件
として，まず，医薬品卸売業者（主として一次卸）が製薬企業へ支払う仕入代金の支払方法を取り
あげてみた。
この代金支払方法の状況を①内金払と一括払，②手形払と現金払の2つに分けた結果によれば，
「一括払J の方が「内金払J よりも多く， 62社のうち41社（66.1%）を占めている（表25，図17）。
しかも，「100%」の代金を医薬品卸売業者へ一括払いする製薬企業が15社（24.2%）を占めている
点に代金支払方法の 1つの特徴がある。
(3) 次に，医薬品卸売業者が製薬企業へ仕入品の代金を支払う際の代金支払期間の状況を手形払
と現金払に分けてみる必要がある。
「手形払」（62.7%, 42社）の方が「現金払」（37.3%, 25社）よりも多い（表25，図18）。
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図15 製薬企業が医薬品卸売業者へ供与する販売リベートの年間支払回数
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図16 医療用医薬品の販売競争の程度
。
「一一「一一T一 切 1四JI ???
???? ??? ? ?????
I 48.0 
flltl:~ ＂＇＂四個信 1
JlJf.『P"V.1"王伝之 l
「手形払」の中では，「70～100%未満」を手形で払うのが最も多く， 42社のうち52.4%(22社）
を占めている。また， 10社（23.8%）は「100%」を手形で支払っている。これらのことは，医薬品
卸売業者が医療用医薬品などを医療機関ヘ掛け売りしている期間が長いため，つまり医療期間の支
払が長期化しているため，医薬品卸売業者が仕入先の製薬企業へ代金を支払う期聞が長くなりがち
であることを意味する。そのため，医薬品卸売業者としてはやむを得ず長期の手形払となり易いこ
とを表していると思われる。
(4) 製薬企業が医薬品卸売業者から要請された取引条件に関する希望事項（ 1社当り 2項目回答）
のうちで最も多いのは，「販売リベートの支払額と支払方法」（23.5%,23社）である。次いで，「値
引補償」（22.4%,22社），「流通マージンの構成」（22.4%,22社），「返品」（13.3%,13社），「代金
支払方法と手段・期間」（10.2%,10社）の順になっている（表26，図19）。
「販売リベートの支払額と支払方法」の中では，医薬品総売上高規模「10億～50億円未満J が最
も多く， 23社のうち 5社（一次卸， 21.7%）が回答している。「50億～100億円未満」も「300億～500
億円未満」も 4社（一次卸， 19.0%）が答えている。
「値引補償」の中では，医薬品総売上高規模が「300億～500億円未満」が最も多く， 22社のうち 7社
（一次卸， 31.8%）となっている。二次卸も「10億～50億円未満」では 3社（13.6%）がみられる。
「、流通マージンの構成」の中では，医薬品総売上高規模「50億～100億円未満Jが最も多く， 22社
のうち 4社（一次卸， 18.2%）となっている。
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以上は主として一次卸の場合である。三次卸では，回答企業数はさらに少ないが，「返品」を取引
希望条件の第1位に挙げている。換言すれば，医薬品卸売業者を規模別に，一次卸，二次卸，三次
卸と区別した場合，取引条件としては，規模の小さい三次卸では「返品」が多く，規模が大きくな
るにつれて，一次卸のように，「販売リベートの支払額と支払方法」が希望されていることがわか
る。
次に，取引条件に関する希望事項の第1位に挙げられた「販売リベートの支払額と支払方法」を
医薬品総売上高規模の中で第1位に挙げて回答しているのは，「10億～50億円未満」の一次卸5社（一
次卸19社のうちの 5社で26.3%），「50億～100億円未満」と「300億～500億円未満」の一次卸がそれ
ぞれ4社（向21.1%），「500億円以上」の一次卸3社（同15.8%）である。
「流通マージンの構成」を第 1位に挙げているのは，「50億～100億円未満」の一次卸4社（17社
のうちの23.5%）である。
「値引補償」を第 1位に挙げているのは，「300億～500億円未満」の一次卸7社（17社のうちの41.2 
%）である。
第6章 プロパーの活動
製薬企業の社員であるプロパーは，医薬情報収集・伝達機能・販売促進機能，価格設定機能など
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製薬企業が医薬品卸売業者から要請された取引条件に関する希望事項図19において極めて重要な役割を
（全回答企業。 1社当り 2項目回答）プこのほか，
ロパーの活動は医薬品総売上
果たしている口
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13.3 
?????????ー
15. おいても捉えることができる。
これらの点についてアンケー
10 
ト調査した結果は，次の状況
????ー ? ?
になっている。
プロパーの販売先及6.1 
び訪問頻度
プロパーの販売先ない(1) 
し規模を製薬企業全体でみれ
ば，「30～100未満」が最も多
となってく， 37.5%(18社）
（表27，図20）。次いで，いる
の29.1% (14 
社），「30未満」の20.8%(10社），「100～200未満」の12.6%( 6社）
次に，販売先規模と医薬品総売上高規模との関連をみれば，次のような結果が得られた。
販売先規模「30～100未満Jの中では，医薬品総売上高規模の「10億～50億円未満Jが18社のうち
のI買となっている。
「200以上」
と最も多く，「300億～500億円未満」の 4社（22.2%)
販売先規模「200以上」の中では，「10億～50億円未満」の 4社（14社のうちの28.6%）が最も多
も多い（表27，図21）。5社（27.8%) 
プロパーの販売先規模（全回答企業の場合）図20
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販売先規模「30未満」の中では，「10億～50億円未満J 「50億～100億円未満」がともに 3社（10社
のうちの33.3%）で最も多い。
さらに，販売先規模「100～200未満Jでは，「100億～300億円未満」が3社（ 6社のうちの50.0%)
で最も多い。
これらのことからみても，医薬品総売上高規模が大きくなるにつれて販売先規模は当然のことな
がら多くなっていることがわかる。
図21 医薬品総売上高規模別プロパーの販売先規模
切 100% 
口30未満
臼30～10 0未満量100～200未満
200以上
20.8 
(2) プロパーの訪問頻度
プロパーの訪問頻度を製薬企業全体でみれば，次のような状況になっている。
「5～20日間に 2回」医療機関などを訪問すると回答した製薬企業が65.3%(32社）で最も多い
（表28，図22の「全体」）。次いで，「概して20日間に 1回以下」が22.4%(11社），「5日間に l回以
上」が14.3%(7社）の順となっている。
次に，プロパーの訪問頻度と医薬品総売上高規模との関連をみれば，「 5～20日間に l回」とする
訪問頻度では，その規模とは無関係であることがわかる（表28）。「概して20日間に l回以下」では，
その規模が1億円から100億円未満のものが多くなっている。
図22 医薬品総売上高規模別プロパーの訪問頻度
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プロパーの医薬情報収集・伝達機能について
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プロパーの医薬情報収集・伝達機能及び価格設定機能
プロパーの医薬情報収集・伝達機能については，製薬企業は「まずまず果たしている」（60.4
と考えているところが最も多い（表29，図23）。他方，「やや不十分である」
??? ?
????????? ??? ??? ゃ? ??プロパーの価格設定機能について
切
図24
6.2 
(1) 
と考えてい
るのは20.8%(11社）みられる。「どちらとも言えない」も13.2%( 7社）が回答している。
プロパーの価格設定機能については，製薬
%, 32社）
プロパーの当面の業務 (1社当り 3項目回答）図25
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(2) 
企業27社が「まずまず果たしている」（50.9%）と
28.6 
これが最も多い（表29，図24)o次い考えており，
23.4 25. で，「どちらとも言えない」が13.2%( 7社）とな
20 っている。
13.0 
7.8 
15. 
10 プロパーの当面の業務
プロパーの当面の業務（ 1社当り 3項目回答）
やはり「販売促進活動」が28.6%(44 
6.3 
??
?
?????????????????
???? ????????????????』 ????????? ?
5_ 
???????????については，
社）で最も多い。次いで多いのは，「学術宣伝、活動」
の23.4%(36社）である（表30，図25）。
これら続くプロパーの業務は，「副作用情報や医
薬情報の迅速な収集」が13.0%(20社），「得意先
へのサービス、活動」が11.0%(17社）として挙げ
られれている。「自社の特約店への指導・援助活動」
(7 .8%, 12社）や「卸セールスマンから各種情報
の迅速な収集J (6.6%, 10社）は副次的な活動と
なっている。
医薬品流通の問題点第7章
製薬企業における医薬品流通システムの実態調査報告書 -129-
製薬企業が当面指摘する医薬品流通の問題点には．様々なことがある。ここでは，医薬品流通に
固有な問題点あるいは医薬品流通に関連の深いことについてアンケート調査した。
医薬品の生産や販売における「参入困難」を問題点として指摘する製薬企業が34.2%(28社）を
占めて最も多い（表31，図26）。次いで，「売上高の伸び悩み」が24.4%(20社），「ユーザーへの納
入価格のばらつき」が19.5%(16社），「過当競争，薬価算定方式の不備など」が13.4%(11社）の
順になっている。主要な製薬企業が推進し，すでに定着している「流通系列化のゆるみ」はあると
は考えられておらず， 2.4%( 2社）にすぎなかった。 図26 医薬品流通の問題点
もちろん，「該当なし」5社が物語るように，そのよ % 
うな問題点、にはピンとくるものがないと考える製薬企
業ではそれら以外の問題点も当然あるであろう。
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付表 製薬企業における医薬品流通システムの分析に関する
アンケート調査結果集計表
1. 調査目的
このアンケート調査は，製薬企業における流通システムを分析するために，製薬企業の医薬品
流通政策の基本方針，目的及び販売促進方法，さらじ流通経路，薬価設定，医薬品卸売業者との
取引条件，プロパーの活動状況などの分野や項目に重点を置いて，対策を検討する際に役立つ基
礎的資料を得ることを目的として実施したものである。
2. 調査要領
(1）調査期間
昭和63年9月1日～同年10月20:日ごろ。
(2) 調査対象
薬業時報社編『’88 薬業会社録』（昭和63年）に掲載されたわが国の製薬企業を中心として抽
出した174社に，医薬品の開発と販売を手がけている異業種の企業36社と外資系医薬品関連企業
39社をつけ加えた249社。
(3）調査方法
メイルベ郵送）方式。
(4) 回収状況
調査対象企業：発送企業数 249社
有効発送数 237社
有効回収数 60社
有効回収率 25.3% (60社÷237社）
回収数72社のうち12社は全設問に無回答のため除き，有効発送企業数も237社とした。
(5) 調査事項
アンケートの設問事項。
別紙の調査票参照。（ここには調査票は未掲載）
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3. 回答企業の属性
表1～3は，アンケート 問1に関するもの。
表1 資本金規模別・医薬品総売上高規模別企業数 ［単位：社，（ ）はタテ%］
医薬上高品規総模売
5千万未満円 ～円5千未1億万満 l~億億未～満円 10 億未～ 50円1億0未0円億満～ 1円~~未億0満～ 3円~~未億0満～ 500億以上円50t 満円 合計
資本金規模
1千万円未満 1 (16. 7) 1 
l千万万～円未5千満 2 (33. 2) 6 (35.3) 8 
5千万～円未l億満 1 (10.0) 1 (16. 7) 4 (23.5) 1 (10.0) 1 (12.5) 8 
1億～10億未満円 1 ( 5.9) 6 (35.3) 6 (60. 0) 3 (37.5) 1 (12.5) 17 
10億～50億未満円 1 (100.0) l ( 9.1) 2 (20.0) 2 (25.0) 3 (27. 3) 2 (40.0) 11 
5 0億～円1未00満億 1 ( 5.9) 1 (10.0) 1 (12.5) 3 
100億円以上 3 (37.5) 1 (12.5) 3 (60.0) 8 
計 1 1 6 17 10 8 7 5 56 (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) (100. 0) (100.0) (100.0) (100.0) (100.0) 
計のヨコ% 1.8 1.8 10.7 30.4 17.8 14.3 12.5 8.9 100.0 
資本金規模100億円以上に不明 1
表2 資本金規模別・従業者規模別企業数 （単位：社）
従業者規模
9人以下 10～49人 50～99人 100～ 300～ 50~人～ 1,000～ 3，以00上0人 合計
資本金規模 299人 499人 99 2,999人
l千万円未満 1 1 
l千万万～円未5満千 3 2 4 9 
5千万～円未1億満 3 5 1 9 
1億円～10未億満円 8 6 1 1 16 
10億～50億未満円 1 2 4 4 11 
5 0億～円10未0億満 1 2 3 
100億円以上 1 4 2 8 
計 1 3 5 19 9 5 12 2 57 
100億円以上：不明1
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表3 医薬品総売上高規模別・プロパ一規模別企業数 ［単位：社，（ ）はヨコ%］
プロパー 規模
医薬品総 不明 0人 l～4人 5～9人 10～29人 30～99人 100～ 300～ 299人 499人
売上高規模
5千万円未満 1 
5千万～円未1億満 1 
1億～10億未満円 2 2 2 (33. 3) (33.3) 
10億～50億未満円 4 1 1 2 7 1 2 
(21.1) (5.3) (5.3) (10.2) (36.8) (5.3) (10.5) 
50億～100未億満円 1 5 3 
(10. 0) (50.0) (30.0) 
10億0億円～未3満00 4 5 1 (41. 7) (8.3) 
30億0億円～未50満0 1 1 
(50.0) (50.0) 
500億円以上 1 1 (33. 3) 
不 明 1 
計 8 4 5 1 2 17 9 5 (7 .1) (8.9) (1.8) (3.6) (30.4) (16.1) (8. 9) 
4. アンケート調査票集計結果（製薬企業，異業種の兼業企業，外資系企業
を含めて「製薬企業」と表記した場合の総合集計結果）
表4は，アンケート 問2に関するもの。
表4 製薬企業の医薬品流通政策の基本方針
項 目 1 2 3 4 5 6 7 8 
回答数 50 28 3 1 21 27 15 4 
構成比 32.9 18.4 2.0 0.6 13.8 17.8 9.9 2.6 
（注） 1社当り 3項目回答
項目 1 主要な薬効別医薬品市場の市場占有率を拡大したい。
2 長期的に流通系列化を促進して，販売促進効果を高めたい。
3 短期的に流通系列化を促進して，販売促進効果を高めたい。
5 0以人上
1 2 
1 
6 
(100. 0) 
1 19 
(5. 3) (100.0) 
10 
(100.0) 
2 12 
(16.7) (100.0) 
2 
(100.0) 
1 3 
(33.3) (100.0) 
1 
5 56 
(8. 9) (100. 0) 
（単位：社，%）
他｜合計
3 I 152 
2. O I 100.0 
4 特定の医療用（または一般用）医薬品の品目については既に十分医薬品市場を支配しているから，現行の基
本方針でよい。
5 現時点ではできるだけ主要な薬効別医薬品市場を支配したい。
6 いわゆる重点卸政策を一段と強化したい。
7 薬価による価格競争よりも広告・宣伝，リベートなどによる非価格競争を指向し，価格競争回避の手段とし
て流通経路の系列化を行いたい。
8 自社品及び海外や他社からの導入品の流通経路を確保・支配し，薬価基準設定時や薬価算定方式適用時にお
ける医薬品価格体系を左右したい。
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表5は，アンケート 問3に関するもの。
表5 製薬企業の医薬品流通政策の目的 ［単位：社，（ ）はヨコ%］
項目 重極視めす てる 重多視す少る 百にど三コ． ちら ともえない 殆し どな考慮い
全くな考慮
しい i』コ 計
1 42(76.4) 11(20.0) 1 ( 1.8) 0 ( 0.0) 1 ( 1.8) 55(100.0) 
2 12(21.8) 7 (12. 7) 17(30.9) 10(18.2) 7 (12. 7) 55(100.0) 
3 23(41.8) 17(30.9) 11(20.0) 1 ( 1.8) 1 ( 1.8) 55(100.0) 
4 44(80.0) 6 (10.9) 2 ( 3.6) 1 ( 1.9) 2 ( 3.6) 55(100.0) 
5 46(83.7) 7 (12. 7) 1 ( 1.8) 1 ( 1.8) 0 ( 0 .) 55(100.0) 
6 46(83.7) 8 (14.5) 0 ( 0.0) 1 ( 1.8) 0 ( 0.0) 55(100.0) 
7 46(83.7) 9 (16.3) 0 ( 0.0) 0 ( 0.0) 0 ( 0.0) 55(100.0) 
8 7 (12. 7) 18(32.8) 15(27.3) 8 (14.5) 6 (10.9) 55(100.0) 
9 37(67.3) 10 (18. 2) 6 (10.9) 1 ( 1.8) 1 ( 1.8) 55(100.0) 
10 18(32. 7) 12 (21. 8) 10(18.2) 5 ( 9.1) 8 (14.5) 55(100.0) 
11 23(41.8) 13(23.6) 10(18.2) 5 ( 9.1) 0 ( 0.0) 55(100.0) 
12 4 ( 7.3) 8 (14.5) 26(47 .3) 9 (16.4) 7 (12. 7) 55(100.0) 
13 18(32.7) 18(32. 7) 14(25.5) 2 ( 3.6) 2 ( ~.6) 55(100.0) 
14 4 ( 7.3) 5 ( 9.1) 11(20.0) 13(23.6) 10(18.2) 55(100.0) 
15 35(63. 7) 16(29.1) 2 ( 3.6) 2 ( 3.6) 0 ( 0.0) 55(100.0) 
16 29(52.8) 18(32. 7) 5 ( 9.1) 2 ( 3.6) 1 ( l.8) 55(100.0) 
該当なし：項目10はし項目14は12
未記入：項目 2は2，項目 3は2，項目 8はし項目11は4，項目12はし項目13は1
項目 1 医薬品流通経路の確保
2 医薬品卸・小売業者の自社系列化への加入促進
3 流通関連の人件費や物件費などの経費削減
4 プロパーの要請・研修と確保
5 医療機関や医薬品卸売・小売業者のニーズへの
迅速な対応
6 医薬品の在庫管理や品質管理の強化
7 医薬情報の収集と伝達
8 他社との価格競争特に値引補償に対処
項目 9 特定の薬効分野の医薬品市場の市場占有率の維
持・拡大
10 薬価算定方式に影響を与える薬価調査を有利に
すること
11 製品差別化の展開
12 リベートによる非価格競争の展開
13 広告・宣言などによる非価格競争の展開
14 一般用医薬品の再販売価格維持制度の活用
15 医療・薬事行政指導への対応
16 製造・販売などに対する業界自主規制への対応
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表6は，アンケート 問4に関するもの。
表6 製薬企業の医薬品流通政策による販売促進方法 ［単位：社，（ ）は%］
項 目 1 2 3 4 5 6 7 
最も 回答数 6 2 9 5 。 2 4 
重視 構成比 10.9 3.6 16.4 9.1 0.0 3.6 7.3 
次いで 回答数 5 7 23 23 9 18 7 
重視 構成比 3.3 4.6 15.0 15.0 5.9 11.8 4.6 
項 目 8 9 10 11 12 合計
最も 回答数 。 。 3 。 24 55 
重視 構成比 0.0 0.0 5.5 0.0 43.6 100.0 
次いで 回答数 2 2 34 。 22 153 
重視 構成比 1.3 l. 3 22.2 0.0 14.4 100.0 
該当なし：次いで重視 1 
項目 1 自社系列化の推進 項目 8 値引補償制度の活用
2 医薬品卸売・小売業者との取引条件をめぐる交 9 一般用医薬品の再販売価格維持制度の活用
渉 10 医薬情報の収集と伝達
3 いわゆる重点卸政策の展開 11 医薬品卸売・小売業者への役員派遣または資本
4 製品差別化戦略 参加
5 マージン・リベート戦略 12 プロパーの活動による販売促進効果
6 広告・宣伝の効率化
7 卸売価格の設定やその指示による自社品や導入
品の市場占有率の拡大
表7は，アンケート 問5に関するもの。
表7 製薬企業の重点卸政策で当面特に重視した施策
項 目
回答数
構成比
該当なし： 5
1 
24 
47.1 
2 
21 
41.2 
3 4 
。 1 
0.0 1.8 
項目 l 販売力，財務内容，人材などの点で優れた医薬品卸売業者の確保。
5 
。
0.0 
（単位：社，%）
l』
仁1
51 
100.0 
計
2 自社品や導入品を中心として重点的にかつ地域的規模または全国的規模で取り扱う医薬品卸売業者の確保。
3 医薬品卸売業者への資本参加，出資，役員派遣，取引相手の医薬品卸売業者の選別強化などの施策によって
流通系列化を図ること。
4 他社との競争に打ち勝っために，医薬品卸売業者との取引条件，取引価格の設定を通じて，他社の取引機会
を排除し，自社品や導入品の医薬品市場における地位を確保または拡大すること。
5 流通系列先の医薬品卸売業者に高率の販売リベート，仕切価格，現品添付，その他の優遇措置を通じて，他
社と取引先の医薬品卸売業者との取引を排除すること。
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表8は，アンケート 問6に関するもの。
表8 製薬企業の医薬品の製品差別化戦略で当面特に重視した施策
項 目 製化品に差よ別る化売手上段高の増明確大 製商品品差別寿化手命段に延よ長る
回答数 42 7 
構成比 80.8 13.5 
該当なし： 2
表9は，アンケート 問7に関するもの。
表9 製薬企業の直版ルートの採用とその品目
項 目 採 用 不採用 iロ主、 計
回答数 13 43 56 
構成比 23.2 76.8 100.0 
表10と表11は，アンケート 問8に関するもの。
表10 製薬企業の卸売先の割合
害。 －§』:i 一次卸 販一社次を除卸く
0%～10%未満
10%～20% 2 ( 5.0) 2 (33.3) 
50%～70%未満 2 ( 5.0) 1 (16. 7) 
70%～90%未満 3 ( 7.5) 
90%～100%未満 10 (25.0) 2 (33.3) 
100% 23 (57.5) 1 (16. 7) 
lロ』 計 40(100.0) 6 (100.0) 
表11 製薬企業の小売先の割合
割 l仁』:i 大病院 中小病院
0%～10%未満 3 (37. 5) 1 (16. 7) 
10%～30%未満 4 (66.8) 
30%～50%未満 1 (12.5) 1 (16. 7) 
50%～70%未満 4 (50.0) 
70%～100%未満
100% 
lロ』 計 8(100.0) 6(100.0) 
項 目
回答数
構成比
該当なし： 5
二次卸
5 (55.6) 
3 (33.3) 
1 (11.1) 
9 (100.0) 
診療所
2 (28.6) 
2 (28.6) 
3 (42.8) 
7(100.0) 
（単位：社，%）
その他 l口』 計
1 52 
1.8 100.0 
（単位：社，%）
医医療薬用品 一医般薬用品 ~ 計
5 10 20 
25.0 50.0 100.0 
［単位：社，（ ）はタテ%］
三次卸 計
5 
2 (100.0) 9 
3 
4 
12 
24 
2(100.0) 57 
［単位：社，（ ）はタテ%］
薬局・薬店 計
2 (20.0) 6 (19.4) 
1 (10.0) 7 (22.6) 
1 (10.0) 5 (16.1) 
2 (20.0) 9 (29.0) 
1 (10. 0) 1 ( 3.2) 
3 (30.0) 3 ( 9.7) 
10 (100. 0) 31(100.0) 
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表12と表13は，アンケート 問10に関するものo
表12 製薬企業の仕切価格の設定，仕入値引のときの仕切価格の設定 （単位：社，%）
仕切価格の設定 仕入値引時の仕切価格設定
項 目
有 無 i』:t 計 有 鉦 -8 勧 計
回 佳日 数 46 3 51 13 34 50 
構 成 比 90.2 5.9 100.0 26.0 68.0 100.0 
該当なし： 2 該当なし： 3
表13 仕入値引率（仕切価格変更率） （単位：社，%）
割 1仁』:t 0% lo～5%未満15～10%未満10～15%未満15～20%未満120～30%未満I30%以上｜ 合計
回答数 3 3 3 4 3 2 2 20 
一
構成比 15.0 15.0 15.0 20.0 15.0 10.0 10.0 100.0 
表14は，アンケート 問llAに関するもの。
表14 医療用医薬品の仕切価格の根本的な設定基準 （単位：社，%）
項目 1 2 3 4 5 6 7 合計
回答数 10 24 1 2 6 。 。 43 
構成比 20.5 49.0 2.0 4.1 12.2 0.0 0.0 100.0 
該当なし： 6
項目 l 同種薬効分野の既存品の薬価基準価格 項目 5 同種薬効分野の実勢価格
2 出荷価格と卸売価格を一本化した価格を薬価基 6 再販売維持価格
準価格とほぽ同一水準に定めた価格 7 プロパーが医療機関への納入価格を決めてきた
3 同種薬効分野の後発品の価格 大口取引先の価格
4 同種薬効分野の新薬の価格
表15は，アンケート 問llBに関するもの。
表15 製薬企業の仕切価格つまり出荷価格のばらつきの程度 ［単位：社，（ ）はヨコ%］
ぱらつきの程度 極 度 や や どちらで ある程度 ほぽ一定 it 計もない
医療品卸売業者間 (7.3) 
5 
(7.3) 
30 41 
医 (12.2) (73.2) (100.0) 
療
大病院間 (g, 7) 7 f6.4) 11 8 31 (22.6) (35.5) (25.8) (100.0) 
用 ニL
医
ザ 中小病院間 12 3 14 (3. 3) 
30 
薬 (40.0) (10.0) (46. 7) (100.0) 
口ロ口
診療所間 12 4 10 2 28 (42.9) (14.3) (35. 7) (7 .1) (100.0) 
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一般層｜薬局・薬店間医衆口口
3 
(12.5) 
3 
(12.5) (8.3) (8.3) 
14 
(58.4) 
24 
(100.0) 
表16は，アンケート 問12A，問12Bに関するもの。
表16 製薬企業の値引補償及び仕入値引の目安の設定
値引補償
回答数
構成比
有
36 
72.0 
無
11 
22.0 
え』
仁ヨ
50 
計
100.0 
目安設定
回答数
構成比
該当なし： 3 該当なし： 3
表17は，アンケート 問12Cに関するものo
表17 製薬企業の医薬品卸売業者への値引補償額の割合
割 1ロ』 % l～5 5～10 10～2満0 ~～未5満0 f2～未9満0 未満 %未満 %未
回答数 2 4 4 4 
構成比 5.3 10.5 10.5 10.5 
未記入： 7
表18は，アンケート 問12Dに関するもの。
表18 病院などのユーザーからの値引要請の程度
値引要請の程度 極めて激しい やや激しい Eどコちらともえない
大病院 13 10 13 (31.0) (23.8) (31. 0) 
中小病院 18 11 5 (47 .4) (28.9) (13.2) 
診療所 15 14 5 (39.5) (36.8) (13.2) 
薬局・薬店 4 4 8 (14.3) (14. 3) (28.5) 
1 
2.6 
~未～9満5 
4 
10.5 
それ程な激
しくい
1 
(2.4) 
1 
(2.6) 
4 
(14.3) 
該当なし：大病院 4，中小病院 3，診療所 3，薬局・薬店 4 
有 無
26 15 
（単位：社，%）
l』
に3
44 
計
59.1 34.1 100.0 
（単位：社，%）
g?o～未1満00 100% 合計
10 2 38 
26.3 5.3 100.0 
［単位：社，（ ）は%］
．穏当である l口』 計
42 
(2.4) (100.0) 
38 
(100.0) 
1 38 
(2.6) (100.0) 
4 28 
(14.3) (100.0) 
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表19は，アンケート 問13Aに関するものo
表19 医薬品総売上高別製薬企業の医薬品卸売業者への販売リベート
の支払状況（医療用医薬品）
I~ リベー トの割合
払わ0%ない l～50%未満 50～100%未満
医脳間規模＼
5千万円未満
5千万～l億円未満 1(100.0) 
1億～10億円未満 4 (66.7) 2 (33.3) 
10億～50億円未満 4 (33.3) 1 ( 8.3) 5 (41. 7) 
50億～100億円未満 1 (20.0) 2 (40.0) 
100億～300億円未満 1 (14.3) 3 (42.9) 2 (28.5) 
300億～500億円未満 2 (33.2) 4 (66. 7) 
500億円以上 4(100.0) 
不 明 2 
計 9 (20.5) 12 (27.3) 17 (38.6) 
表20は，アンケート 問13B，問13Cに関するもの。
表20 製薬企業の医薬品卸売業者への販売リベートの種類と種類、別販売
［単位：社，（ ）はヨコ%］
100% l口』 計
1 (100.0) 1 (100.0) 
1 (100.0) 
6 (100.0) 
2 (16.7) 12 (100.0) 
2 (40.0) 5 (100.0) 
1 (14.3) 7 (100.0) 
6 (100.0) 
4 (100.0) 
2 (100.0) 
6 (13.6) 44 (100. 0) 
リベート総額に占める割合 ［単位：社，（ ）はタテ%］
種 類 単品リ 総合リ lに』コ 計ベート ベート I~決竺 累進リ 定率リベート ベート
回答数 9 27 40 10 12 1～50%未満 (35. 7) (37 .5) 
構成比 22.5 67.5 100.0 4 3 50～70%未満 (14. 3) ( 9.4) 
該当なし： 4
5 4 70～100%未満 (17. 9) (12.5) 
5 5 100% (17. 9) (15.6) 
28 32 lに』ヨ 計 (100.0) (100.0) 
該当なし： 3 6 
表21は，アンケート 問12Dのもの。
表21 製薬企業の販売リベートの年間支払回数 （単位：社，%）
回 数 1 回 2 回 3 回 4 回 10 回 12 回 lロ』 計
回答数 3 24 1 4 1 3 40 
構成比｜ 7.5 60.0 2.5 10.0 2.5 7.5 100.0 
該当なし： 4
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表22は，アンケート 問13Eに関するもの。
表22 製薬企業の販売リベートの支払方法 （単位：社，%）
項 目 相売殺掛金す債る権ものと 現金支給 取引保証金 そ手の形 他 該当なし -@I 計（） 
回答数 17 15 1 3 ( 1 ) 4 41 
構成比 41.5 36.6 2.4 7.3(2.4) 100.0 
表23は，アンケート 問13Fに関するもの。
表23 製薬企業が販売リベートを提示している医薬品卸売業者の割合 （単位：社，%）
回答数
構成比
3 2 6 16 10 41 
項 目｜未提示 10%未満 10～50%未満 Iso～100%未満 100% l』i=t 計
7.3 4.9 14.6 39.0 24.4 100.0 
該当なし： 4
表24は，アンケート 問14に関するもの。
表24 医療用医薬品の販売競争の程度 （単位：社，%）
項 目 極めて激しい やや激しい 三EどZコちらとも それ程な激 殆どない i』:i 計えない しくい
回答数 24 18 3 1 1 50 
構成比 48.0 36.0 6.0 2.0 2.0 100.0 
該当なし： 3
表25は，アンケート 問15A，問15Bに関するもの。
表25 医薬品卸売業者が製薬企業へ支払う代金支払方法 ［単位：社，（ ）はタテ%］
項 目 内 金 払 一 括 払 手 ~ 払 現 金 払
50%未満 3 (14.3) 6 (14 .6) 1 ( 2.4) 11 (44 .0) 
50～70%未満 6 (28.6) 3 ( 7.3) 3 ( 7.1) 1 ( 4.0) 
70～100%未満 6 (28.6) 9 (22.0) 22 (52.4) 2 ( 8.0) 
100% 1 ( 4.7) 15 (36.6) 10 (23.8) 2 ( 8.0) 
i』コ 計 21(100.0) 41(100. 0) 42(100.0) 25(100.0) 
該当なし：
未記入：
2 
3 
?ー?
?
1 
5 
2 
7 
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表26は，アンケート 問16に関するもの。
表26 製薬企業が医薬品卸売業者から要請された取引条件の希望事項 (1社 2項目回答）
匙おと： 販売リベ 段代方法金・期支と手払間支一払ト額方の法と 値引補償 返 口口
5千万円未満 1 1 (20.0) (20.0) 
5千万円～1億円未
満
l億～10億円未満 1 1 (25.0) (15.0) 
10億～50億円未満 ~20① .0) 4 ムit26③• 7) ムiho①.0) (13.3) 
50億～100億円未満 tzg① .4)
2 ~i7① .6)(11.8) 
100億～300億円未満 ム1~33①.3) 2 ムih5①.0) (16.7) 
300億～500億円未満 4 1 h4① .4) (4① .6)(22.2) (5 .6) 
500億円以上 3 2 3 (37.5) (25.0) (37 .5) 
不 明 l，① 
l口』 計 23(23.5) 10(10.2) 22 (22. 4) 13(13.3) 
（注） 無印は一次卸， Oは二次卸，ムは三次卸を示す。
1社当り 2項目回答
（ ）は一次卸のヨコ%を示す。
表27，表28及び表29は，アンケート 問17に関するもの。
表27 製薬企業のプロパーの販売先数
＼ 販売先規模
30未満 30～100未満 100～200未満
医薬品総売上高規模＼
5千万円未満 2(100.0) 
5千万～1億円未満
1億～10億円未満 1(20.0) 3 (60.0) 1(20.0) 
10億～50億円未満 3(23 .1) 5 (38.5) 1( 7.6) 
50億～100億円未満 3(33.3) 3 (33.3) 
100億～300億円未満 1(14.2) 3(42.9) 
300億～500億円未満 4 (66.7) 
500億円以上 1(20.0) 1 (20.0) 1(20.0) 
不 明 1 
ぷ口』 計 10(20.8) 18(37.5) 6(12.6) 
［単位：社，（ ）はヨコ%］
流 通
マー 構ジン そ・不の他明 計
の成
3 5 
(60.0) (100.0) 
。
1 1 4 
(25.0) (25.0) (100.0) 
ムi~zo②.0) ムiho①. 0) 30 (100.0) 
tzg① .4) h1① .8)
17 
(100.0) 
3 12 
(25. 0) (100.0) 
~i6① .6) (4① .6) 18 (100.0) 
8 
(100.0) 
1 ① 3 
22(22.4) 8(8.2) 98(100 .0) 
［単位：社，（ ）はヨコ%］
200以上 計
2(100.0) 
5(100.0) 
4(30.8) 13(100.0) 
3(33.4) 9(100.0) 
3(42.9) 7(100.0) 
2(33.3) 6(100. 0) 
2(40.0) 5(100.0) 
1 
14 (29 .1) 48(100.0) 
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表28 製薬企業のプロパーの訪問頻度 ［単位：社，（ ）はヨコ%］
卜＼ 訪問頻度規模
5日間に 1回以上 5～20日間に 1回 概して20下日間 計
医薬品総売上高規模＼ に1回以
5千万円未満 1(100.0) 1(100. 0) 
5千万～1億円未満
1億～10億円未満 2(25.0) 4 (50.0) 2(25.0) 8(100.0) 
10億～50億円未満 1( 7.6) 6 (46.2) 6(46.2) 13(100. 0) 
50億～100億円未満 2(25.0) 4 (50.0) 2(25.0) 8 (100. 0) 
100億～300億円未満 1(14.3) 6 (85. 7) 7(100.0) 
300億～500億円未満 6(100.0) 6(100.0) 
500億円以上 1(20.0) 4 (80.0) 5(100.0) 
不 明 1 1 
必仁』コ 計 7(14.3) 32 (65.3) 11(22.4) 49 (100. 0) 
表29は，アンケート 問17C，問17Dに関するもの。
表29 製薬企業のプロパーの医薬情報収集・伝達機能及び価格設定機能 （単位：社，%）
医・薬伝情達報機収能集 十し分果たている
まずしまず果
たている ど言ちえらなといも 分ややで不あ十る 極分めでてあ不る十 該当なし 未記入
正に』l 計
回答数 。 32 7 11 。 1 2 53 
構成比 0.0 60.4 13.2 20.8 0.0 100.0 
価格設定機能 十し分果たている
まずしまず果
たている ど言ちえらなといも や分やで不あ十る 極分めでてあ不る十 該当なし 未記入
l口』 言十
回答数 2 27 7 4 3 1 9 53 
構成比 3.8 50.9 13.2 7.5 5.7 100.0 
表30は，アンケート 問18に関するもの。
表30 製薬企業のプロパーの当面の業務 （単位：社，%）
項 目 2 3 4 5 6 7 9 11 13 I合計
回答数 I36 44 5 20 17 12 6 3 10 154 
構成比 I23.4 I 28.6 I 3.2 I 13.0 I 11.0 I 7.8 I 3.9 I 0.6 I 1.9 6.6 I 100.0 
（注） 1社当り 3項目回答
項目 8' 10, 12は，回答数Oのため，記載していない。
項目 1 学術宣伝活動 項目 7 クレーム処理活動
9 自社販売会議への出席2 販売促進活動
3 治験依頼活動
4 副作用情報や医薬情報の迅速な収集
5 得意先へのサービス活動
11 他社品の納入実績調査などの競争情報の迅速な
収集，他社のプロパーの配置状況
13 卸セールスマンからの各種情報の迅速な収集
6 自社の特約店への指導・援助活動
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表31は，アンケー卜 問19（最後の設問）に関するもの。
表31 製薬企業が当面指摘する医薬品流通の問題点
問題点 参入困難 伸売上び悩高のみ のユの納ーば入ザら価つー格へき 流の通ゆ系る列み化
回答数 28 20 16 2 
構成比 34.2 24.4 19.5 2.4 
該当なし： 5
（注） 1社当り 2項目回答または 1項目回答
（単位：社，%）
難君主 ~』~ 計
11 82 
13.4 100.0 
